
今 楽しい！！ 

東京・錦糸町の大横川親水公園を散歩した。スカイツリーのそばから江東橋の先まで南北に長く続いて

いて、ベビーカー、自転車は通行できるが、バイクや車は通行できないので、子どもたちが安心して走り

回れる空間になっている。 

そこで、男の子、女の子が入り混じって遊んでいるところに遭遇した。この年頃の子たちは男の子、女

の子と別々で遊ぶのではないのか？自分の時代はどうだったろう？あまり思い出せないけど、友達の家

で、そういえば、入り混じってあそんでいたことを思い出した。 

 小学校５、６年生になると、男の子より女の子の方が大人びてきて、その集団が缶蹴りや鬼ごっこの類

を楽しんでいる姿は幼稚だったなと今になって思う。 

目の前のその子たちはキャーキャー言いながら、無邪気に走り

回っている。動いているからなのだろうか、比較的薄着で、中には

半袖 Tシャツの子もいて、大丈夫かと思ったりするのだが、一向に

かまわないようだった。 

そういえば、銀座に出かけると外国人に出合うことが多い。この

寒い中でも半袖・短パン姿の外国人に出合う。なぜ寒くないのか、

不思議でしょうがなかった。ある人いわく、「体温が高いから、日

本の寒さくらい、どうということはない」というのだ。その伝でい

うと、半袖の子どもたちは体温が高いということになるのかもし

れない。 

ベビーカーや犬の散歩のほかに、もう一つ遭遇した。ちょろちょ

ろと流れる川を足場にして水遊びに興ずる男の子たち二人。２月

の寒気が覆っている寒空に、敢えて裸足になって水遊びをするの

か？何かを探しているのか、動き回っている。過って水に入ったから裸足になっているのだろうか、水に

入るつもりで靴下を脱いでいるのだろうか？慎重な子がいたりすると、絶対水遊びには興じなかったに

違いない。それにしても楽しそうだった。 

その様子を見ているうち、隣から「男の子は○○だね」、というので「今、楽しいのが大事」と押し返

した。「そこが違うのかな？」、「女の子は後先を

考えるから」、なるほど「冒険はしないというこ

と？」と返すと「順番を考えてやる」に続いて「料

理もそう」、「段取りがある。先にお湯を沸かす、

次に野菜を洗う」と、なんか不利な方向にもって

いかれた。 

家に帰って、泥んこになった足はどうするの

だろう？「足はきちんと洗うのよ」と優しい対応

されるのか、あるいは「何をしてきたの？」と叱

られるのか、どちらかなのだろう。 

今日も「男の子は○○」を引きずって遊び続ける。 （松戸市 藤田 隆） 

 

大横川親水公園のカワセミ 

間近にスカイツリーも 
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落ち葉・今どきの事情 

 

１ 子どもの頃の落ち葉焚き文化 
子どもの頃、「天才バカボン」は大好きで、テレビでよく視ていたような気がします。いつも登場し

ていたレレレのおじさん、「お出かけですか～？」と、よくバカボンやバカボンのパパに声をかけてい

た、近所の気の良いおじさんでした。そして、いつも竹ぼうきを持って落ち葉を掃いていました。ご

近所同時のつながりが普通にあった地域社会の良い一面を思い起こさせてくれます。 

一方、童謡「たきび」、こちらも大好きな歌で、子どもの頃、そして大人になってからは子どもたち

といっしょに、よく歌いました。三番の歌詞の最後「相談しながら歩いてる」ッテ、何を相談してい

るのでしょう？焼き芋がいいね？それとも焼きマシュマロ？それとも生物資源について・・？ 

いつも声をかけてくれるおじさんも、落ち葉焚きも、とても大切で大好きですが、最近は何かと社

会事情が変わってきて、いつでもどこでも見られる光景ではなくなってきました。 

 

２ M公園のレレレのおじさん 
筆者が暮らす市のM公園では、度々レレレのおじ（い？）さんが出現しているようです。１～２度

お会いして話をしたことがありましたが、価値観を共有することはほぼ不可能でした。 

左下の写真、何だか分かりづらいですね。階段に沿った路肩、浸食防止のために緑化土嚢を施して

ありますが、その上に積もった落ち葉が、左の斜面にきれいに掃き除かれています。 

3年半前の夏には、大雨が降って、落ち葉が除去されて浸食した別箇所の路肩に降水が集中して

（右下写真黄色矢印）、斜面崩落が発生（同写真、ブルーシート箇所）しました。 

これらの状況については、３年前にも今冬にも、行政担当者に、落ち葉の生態的かつ防災上の重要

性を説明して理解を求め、対策を講じるよう提案してきました。 

レレレのおじさん（某サイトより） 童謡「たきび」イラスト（某サイトより） 

階段路肩の落ち葉除去の状況（今冬） 降水集中による斜面崩落の状況（令和３年夏） 
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３ 公園環境美化活動 
 M公園では、毎年初冬になると、地元の建設業組合が中心となって、市内の高校生数百名の協力を

得て、環境美化活動と称して、プラタナスなどの落ち葉の除去作業が行われています。調べてみたと

ころ、今年（度）で 26回目になるようです。 

 市の広報はじめ、関連企業のサイトの記事を読んでも、関係高校の HPでも、本県の代表的地域紙

の記事を読んでも、きれいになった！とばかり強調、称賛しています。 

 そこで、筆者は、未来のレレレのおじさんばかりを増やさないよう、「市長への手紙」を通じて、

26回目とは十年一日の感がある、とした上で、以下のような提案を行いました。 

①搬出・処分の手間を省いて経費及び排出 CO2の削減を図る。②落ち葉プールやバイオネスト材料

として活用する。③市民を対象としてたい肥作り教室を開く。④生物資源として市民に提供し、行政

でも利用する。⑤環境学習・啓発の機会と 

して活用する。⑥これらを実現するために 

組織横断的取り組みとともに市民との協働 

による取り組みを進める。 

 今後、関連団体や高等学校に対しても、 

同様の提案をしていこうと考えています。 

 なお、相前後して市内教員の理科部会の 

講師をお引き受けした折りにも、落ち葉に 

ついて考えていただきました。 

自治体や地域、団体によっては、既に当 

たり前に取り組んでいることばかりと思い 

ますが、それぞれの地域に暮らす自然観察 

指導員としては、このような行動も一つの 

あるべき姿と思っています。 

 

４ 神社林は聖域か？ 
右写真は、市内某神社の境内林の様子です。ほんの３年

ほど前までは、一面が落ち葉に覆われて、たくさんのカン

アオイが見られました。そして、写真左上の樹木の周囲に

は、（春以降）テイショウソウも多数生育していました。

写真右手の見えない辺り、社のさらに反対側にはマヤラン

が、社の裏にはミヤマシキミも見られました。しかし、ど

うやらこちらの神社の氏子さんにもレレレのおじ（い）さ

んがいらっしゃるようです。 

昨年、資料を用意した上で地区の自治会長さん宅を訪ね

て、「境内林には古くから守られてきた貴重な植物が生育

しています。」と申し上げて、それらの保護のための協力

を求めたところ、「氏子さんたちが神社を守るために、き

れいに掃除している。」と反論されてしまいました。これ

には返す言葉が見つかりませんでした。 

今どきのレレレのおじ（い）さん、本来の神社への理解

は少なくても、高齢化社会で時間だけは無限にある方が増

えているのかも知れません。M公園とともに新たな脅威のように感じています。 

これまで植物にとって聖域と考えられていた境内林が、そうではなくなってきたようです。 

（記：茂原市   望月力智） 

令和６年２月市広報より 

落ち葉が除去された神社林（今冬） 

テイショウソウの花（令和元年秋） 
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チコちゃんに叱られる 

2月中旬放送のNHKバラエティー番組「チコちゃんに叱られる」で「椿はなぜ真冬に咲くのか」が話題にな

っていました。答としては花の少ない真冬に咲くことで花粉の媒介者を独占できる、ただし昆虫は活動期ではな

いので送粉しているのは主にメジロなどの野鳥である。蜜を吸うために花の中に嘴を刺し入れると花粉が顔や嘴

に付着する仕組みになっている。この時の画面にはメジロが椿の花弁に爪を立てて止まっている場面が数秒間映

されていましたが覚えているでしょうか。 

 

                           

メジロのつめ跡が付いた花弁                     

 

 

ボーっと生きていて記憶にない人の為に用意したのが上の２枚の写真で、その時の TV画面とよく似ています 

メジロが掴んでいるのは椿の枝葉では無く、花弁の下側に爪を立てて摑まっているのが分かると思います。  

ここからは TVに出なかった話で、私がバードウオッチングのガイドをする時の持ちネタです 

メジロが爪を立てた跡は傷として残り黒い滲みになるので、無傷の花はなかなか見当たらないものです。 

傷ついた花を見せて、その訳を参加者に尋ねても、花弁が風などで擦れて傷になっているとか、単なる花の老化

現象思い込んでいる人がほとんどです。加齢によるシミ、シワに悩まされる年齢層にとっては当然の発想です。 

かく言う私も花の写真を撮る際に、見栄えの良い花が余りに少ないのは不思議と思っていましたが、まさかメジ

ロの仕業とは思い付きませんでした。チコちゃんに「ボーっと生きてんじゃねーよ！」と叱られそうです。 

また、サザンカ類は花が散りやすく、足場にならないのかホバリングして蜜を吸うようです。右下の写真 

佐倉市   坂本 文雄 
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